






























要約 平成元年度に予定されている乳児期の縦断的な発育調査への準備段階として,縦断

的な発育データをどの程度取りうるのかを質問紙によって調査した。回答のあったの

は,236 の病院と,534の保健所であった。病院関係は,残存している資料も多く,また調査に

協力的な姿勢はみられたものの,残存する資料を引き出して転記する労力が問題となった。

一方現在行われている外来診療の範囲内でも,継続的に観察されている例がある程度あっ

た。受診例に対する身体計測はほぼ可能であると判断され,その他の観察と問診も,調査を

簡略化することである程度可能になることが解った。これらの知見をもとに,来年度の縦断

調査の対象と方法について考えた。 


